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一
九
世
紀
初
頭
以
来
展
開
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
立
法
の
内
容
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
関
係
の
近
代
化
を
端
的
に
反
映
し
て

い
る
。
本
稿
は
、
労
働
者
の
生
活
に
直
接
に
関
係
す
る
賃
金
保
護
立
法
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
関
係
の
近
代
化
の
一
側
面
を
知
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
労
働
者
の
賃
金
規
制
立
法
は
極
め
て
古
く
、
労
働
者
に
関
す
る
立
法
と
と
も
に
填
る
と
い
っ
て
よ
い
。
労
働

℃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
（
こ

者
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
最
初
の
立
法
は
一
三
五
〇
年
の
「
労
働
者
条
例
」
　
（
ω
け
餌
け
口
酔
①
o
り
　
O
暁
　
H
し
鋤
げ
O
口
【
Φ
門
ω
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
　
既
に

一
二
世
紀
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
金
納
化
（
6
0
b
P
ヨ
ロ
酔
9
0
一
一
〇
昌
）
⑪
進
展
に
よ
る
農
奴
制
の
基
盤
で
あ
る
荘
園
（
3
食
。
口
O
H
）
の
解
体
と
農

奴
解
放
と
い
う
農
業
上
の
変
革
に
対
応
す
る
「
封
建
的
反
動
立
法
」
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
屯
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
主
と

し
て
農
業
労
働
者
を
対
象
と
し
、
い
わ
ゆ
る
「
血
腺
い
立
法
」
　
（
じ
口
宣
茜
Φ
ω
9
N
l
σ
q
Φ
9
p
ひ
Q
）
と
し
て
、
彼
等
を
農
村
に
固
着
さ
せ
、
し
か

も
＝
二
四
八
の
黒
死
病
に
よ
る
労
働
力
払
底
下
前
の
労
賃
遊
強
制
す
み
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
奴
制
お
よ
び
そ
れ
に
基
礎
を
お
く
封
建
的
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

地
所
有
の
解
体
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
、
　
い
わ
ば
最
高
賃
金
の
規
制
と
労
働
強
制
を
内
容
と
す
る
立
法

29　（1●　159）　159



説

は
、
そ
の
後
、
屡
々
繰
返
え
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
産
業
革
命
以
前
の
労
働
者
に
関
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
立
法
と
さ
れ
る
一
五
六
三

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

年
の
「
徒
弟
条
例
」
　
（
ω
＄
八
型
⑦
ω
o
h
》
℃
凛
①
昌
江
。
Φ
ω
磐
α
》
玉
津
。
Φ
屋
）
も
、
労
働
能
力
者
に
対
し
て
労
働
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
り

怠
惰
と
困
窮
を
防
止
す
る
た
め
に
、
労
働
時
間
の
規
制
と
並
べ
て
治
安
判
事
に
賃
金
決
定
の
権
限
を
与
え
た
。

　
何
れ
に
せ
よ
こ
の
種
の
立
法
は
、
こ
の
時
代
の
資
本
が
経
済
的
過
程
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
経
済
的
強
制
の
み
で
は
労
働

を
支
配
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
最
低
労
働
時
間
の
規
制
と
並
ん
で
最
高
賃
金
を
規
制
す
る
と
い
う
形
で
の
経
済
外
的
強
制
を
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む

と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
代
の
労
働
者
に
関
す
る
諸
法
律
は
、
正
当
に
も
最
低
労
働
時
間
法
、
最
高
賃
金
法
の

へ
こ
じ
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名
を
付
せ
ら
れ
る
ご
と
く
、
社
会
政
策
立
法
と
し
て
の
近
代
的
労
働
者
保
護
法
（
賃
金
面
で
は
最
低
賃
金
法
に
象
徴
さ
れ
る
）
と
正
反
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
む
　

の
性
格
を
あ
ら
わ
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
到
底
、
保
護
法
の
名
で
呼
ぶ
に
値
し
な
い
。
そ
れ
は
当
時
の
「
貧
民
に
関
す
る
諸
法
律
」

（
暮
Φ
い
勉
≦
ω
『
巴
言
言
④
8
島
①
b
o
自
）
と
相
関
的
関
係
に
立
っ
て
、
端
緒
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
し
て
の
労
働
貧
民
を
近
代
的
労

働
者
に
転
化
せ
し
め
る
た
め
に
必
要
な
陶
治
訓
練
の
機
能
を
意
識
、
無
意
識
の
う
ち
に
果
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
社
会
政
策
立
法
と
し
て
の
労
働
保
護
法
の
名
に
値
す
る
賃
金
立
法
は
、
産
業
革
命
の
進
展
に
よ
り
、
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
優
位
が

明
確
に
な
っ
た
一
九
世
紀
に
入
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
り
、
社
会
政
策
立
法
の
端
緒
で
あ
る
工
場
立
法
に
や
や
お
く
れ
て
現
れ
た
。

　
産
業
革
命
が
確
立
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
は
、
生
産
過
程
と
消
費
過
程
の
両
面
で
二
重
の
搾
取
を
受
け
て
い
た
の
で

あ
っ
た
が
、
賃
金
保
護
法
は
、
ま
ず
消
費
過
程
に
お
け
る
搾
取
か
ら
労
働
者
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
始
り
、
賃
金
か
ら
の
諸
控
際

の
禁
止
と
絡
み
あ
い
な
が
ら
、
次
第
に
強
化
さ
れ
る
労
働
者
階
級
の
社
会
力
に
丈
え
ら
れ
て
、
他
の
近
代
労
働
立
法
と
相
関
し
な
が
ら
、

ム
ー
日
の
最
低
賃
金
制
度
へ
の
途
を
切
り
拓
い
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
下
に
お
い
て
主
．
要
な
賃
金
保
護
法
の
内
容
を
略
述
し
、
最
後
に
今
日
の
最
低
賃
金
制
度
の
構
造
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
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（
一
）
労
働
者
条
例
に
つ
い
て
は
Z
8
7
0
＝
。
。
”
〉
出
お
8
蔓
O
h
一
ご
①
国
昌
㈲
＝
ω
σ
q
勺
○
○
『
U
二
毛
噂
く
。
ピ
ご

　
　
「
イ
ギ
リ
ス
尊
貧
法
の
沿
革
」
九
州
大
学
産
業
労
働
研
研
所
報
第
五
号
参
照
。

（
二
）
徒
弟
条
例
に
つ
い
て
は
、
Z
8
ず
。
一
一
9
0
0
・
9
幹
℃
・
δ
ω
陰
参
照
Q

（
三
）
片
岡
昇
、
英
国
労
働
法
理
論
史
三
一
九
頁
。

（
四
）
Q
。
己
三
門
9
。
コ
α
一
W
①
o
貫
一
8
≦
Φ
げ
げ
・
鳩
国
コ
σ
q
一
一
ω
げ
ピ
0
8
一
〇
〇
〈
巽
ヨ
①
⇒
け
国
ロ
σ
q
一
一
筈
勺
o
O
H
ピ
麟
≦

　
い
①
≦
二
Φ
N
メ
℃
・
ω
①
①
参
照
。

一
。
・
㎝
や
℃
．
ω
N
h
h
お
よ
び
清
水
金
二
郎
、

出
凶
ω
8
コ
∴
勺
曽
け
　
7
　
日
ゴ
①
O
一
α
勺
0
9

二
、
賃
金
か
ら
の
諸
控
除
の
禁
止

　
　
　
　
　
　
H
　
物
品
賃
金
禁
止
法
（
目
円
二
〇
評
　
㌧
r
O
蝕
ω
）

　
　
　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
労
働
者
の
賃
金
保
護
立
法
は
工
場
法
に
次
い
で
古
い
沿
革
を
有
す
る
。
労
働
者
の
賃
金
は
、
当
初
は
現
物
で
支
払
わ

　
　
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
金
銭
支
払
が
普
及
し
た
後
に
も
、
依
然
と
し
て
現
物
支
払
が
横
行
し
た
。
現
物
支
払
の
方
法

　
　
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
使
用
者
に
悪
用
さ
れ
、
賃
金
以
下
の
価
値
の
物
品
を
支
給
し
て
賃
金
の
実
質
的
切
下
げ
の
作
用
を
果
し
た
の
み
な

　
　
ら
ず
、
し
ば
し
ば
通
貨
に
代
え
て
、
使
用
者
の
経
営
ま
た
は
出
資
す
る
商
店
の
み
に
通
用
す
る
金
券
で
支
払
う
方
法
も
、
行
わ
れ
た
。

　
　
　
物
品
賃
金
禁
止
法
は
、
　
か
か
る
弊
害
を
伴
う
賃
金
支
払
方
法
を
禁
止
す
る
も
の
で
、
一
八
三
一
年
号
物
品
賃
金
禁
止
法
（
↓
2
畠

　
　
》
。
計
蕊
ω
ご
一
議
N
毛
F
掌
ド
O
・
ω
日
）
を
最
初
と
し
、
そ
の
後
一
八
八
七
年
更
改
正
法
（
↓
≡
鼻
》
ヨ
Φ
民
ヨ
Φ
三
》
。
自
浄
。
。
。
。
コ
切
O
俸

説　
　
㎝
H
≦
。
げ
○
献
①
）
一
八
九
六
年
に
物
品
賃
金
禁
止
法
（
↓
毎
。
脚
》
。
計
一
〇
。
り
9
㎝
り
昏
①
O
”
≦
。
r
ρ
濠
）
の
二
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
　
こ

論　
　
れ
ら
の
法
律
に
よ
り
、
使
用
者
が
、
，
賃
金
を
通
貨
以
外
の
物
を
以
て
支
払
う
旨
の
契
約
を
被
用
者
と
締
結
す
る
こ
と
は
犯
罪
と
さ
れ
、
か
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論説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

つ
か
か
る
契
約
は
違
法
、
無
効
と
さ
れ
た
。
ま
た
雇
用
契
約
に
は
、
賃
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
消
費
さ
れ
る
場
所
、
方
法
ま
た
は
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ニ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

関
す
る
条
．
項
を
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
も
包
含
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
全
額
を
実
際
に
通
貨
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
法
の
い
う
被
用
者
と
は
、
家
事
使
用
入
す
な
わ
ち
召
使
い
（
山
。
§
Φ
ω
江
o
o
【
ヨ
①
巳
巴
ω
㊦
『
＜
倉
ρ
巳
）
を
除
き
、
「
労
働
者
（
転
げ
。
霞
錠
）

農
業
使
用
人
（
ω
①
箋
9
禦
ぎ
ゴ
ω
冨
巳
曙
）
、
職
人
（
一
〇
ロ
；
①
《
ヨ
碧
）
、
技
工
（
鋤
三
身
8
【
）
、
　
手
職
人
（
冨
ロ
臼
6
茜
津
ω
8
き
）
、

坑
夫
そ
の
他
の
者
で
、
雇
用
契
約
で
あ
る
と
自
分
自
身
が
労
働
ま
た
は
仕
事
を
履
行
す
る
契
約
で
あ
る
と
を
誓
わ
ず
、
使
用
者
と
の
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　

に
よ
り
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
者
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
用
者
が
本
法
の
適
用
対
象
で
あ
る
か
否
か
の
判
定
の
基
準
は
、
契
約
内

容
が
真
実
の
肉
体
労
働
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
判
例
に
よ
れ
ば
、
バ
ス
の
運
転
手
は
肉
体
労
働
者
と
し
て
適
用
を
う
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
■
）

が
、
車
掌
は
、
肉
体
労
働
者
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
仕
事
ま
た
は
労
働
は
自
ら
（
9
h
ω
o
轟
ξ
）
被
用
者
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
他
人
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

独
り
で
は
で
き
な
い
仕
事
を
す
る
契
約
の
場
合
に
は
、
本
法
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　
現
金
に
よ
る
支
払
は
必
ず
実
際
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
　
現
金
に
は
、
　
銀
行
紙
弊
（
σ
①
艮
口
9
①
）
、
ま
た
は
法
定
紙
弊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　

（
↓
目
8
ω
償
重
き
件
Φ
）
が
含
ま
れ
る
。
持
参
人
払
の
手
形
ま
た
は
銀
行
宛
小
切
手
に
よ
る
支
払
は
一
定
の
条
件
の
も
と
で
認
め
ら
れ
る

本
法
に
違
反
し
て
賃
金
が
通
貨
で
実
際
に
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
使
用
主
は
処
罰
さ
れ
、
労
働
者
は
撃
払
賃
金
の
全
額
ま
た
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
一
部
の
支
払
を
請
求
す
る
権
利
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
使
用
者
が
自
己
の
店
の
商
品
を
使
用
人
に
売
却
し
て
、
そ
の
代
金
を
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　

金
か
ら
控
除
し
た
場
合
な
ど
犯
罪
と
さ
れ
た
例
が
多
い
。
な
お
、
使
用
者
が
毎
日
供
与
し
た
昼
食
代
の
控
除
を
違
法
と
し
て
返
還
を
命
じ

　
　
　
　
つ
　

た
判
決
が
あ
る
が
、
一
八
三
一
年
法
第
二
三
条
に
よ
れ
ば
、
食
事
代
の
控
除
に
つ
い
て
は
、
文
書
に
よ
る
契
約
が
あ
れ
ば
有
効
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
一
九
四
〇
年
の
物
品
賃
金
禁
止
法
（
↓
≡
。
κ
〉
。
ぴ
一
旦
9
ω
卿
溢
”
O
Φ
o
．
自
鴇
O
●
ω
。
。
）
に
よ
れ
ば
、
　
一
九
四
〇
年
七
月
一

〇
日
以
前
に
行
わ
れ
た
取
引
に
関
し
て
は
、
そ
の
取
引
が
所
定
の
方
式
に
従
っ
て
い
な
く
と
も
、
使
用
者
は
食
糧
、
燃
料
な
ど
法
定
の
諸
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論説

h
事
項
に
限
っ
て
、
賃
金
か
ら
控
除
し
う
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
を
除
感
、
使
用
者
は
、
労
働
者
に
支
給
し
た
物
品
の
代
金
は
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ご

ろ
ん
、
使
用
者
と
利
害
関
係
の
あ
る
商
店
で
労
働
者
に
供
給
さ
れ
た
物
品
の
代
金
を
賃
金
か
ら
控
除
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
労
働
者
の
労
働
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
支
給
し
た
物
品
、
ま
た
は
使
用
者
が
管
理
も
し
く
は
所
有
し
ま
た
は
利
益
配
分
の
権
利
も
し
く

は
利
害
関
係
を
有
す
る
商
店
ま
た
は
倉
庫
に
お
い
て
支
給
し
た
物
品
を
理
由
と
し
て
、
使
用
者
が
労
働
者
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

・
と
は
で
き
な
い
。

　
本
法
違
反
に
つ
い
て
は
、
も
し
当
該
違
反
行
為
が
使
用
者
の
代
理
人
そ
の
他
の
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
者
が
責
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
使
用
者
は
、
当
該
犯
罪
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
違
反
行
為
者
を
告
訴
し
な
い
か
ぎ
り
、
自
己
の
責
を
免

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
違
反
者
に
対
し
て
は
、
初
犯
の
と
き
は
一
〇
ポ
ン
ド
未
満
、
再
犯
の
と
き
は
一
〇
～
二
〇
ポ
ン
ド
未
満
、
三
犯
は
総
計
一
〇
〇
ポ
ン
ド

・
未
満
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
。
初
犯
ま
た
は
再
犯
の
日
か
ら
一
〇
日
以
内
に
犯
さ
れ
た
罪
は
そ
れ
ぞ
れ
初
犯
ま
た
は
再
犯
と
み
な
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

ま
た
前
の
犯
罪
が
犯
さ
れ
た
後
二
年
以
上
を
経
た
後
に
行
な
わ
れ
た
犯
罪
は
初
犯
と
み
な
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
記
の
よ
う
な
物
品
賃
金
禁
止
の
原
則
に
対
し
て
、
例
外
と
し
て
、
の
医
薬
品
お
よ
び
医
師
の
手
当
、
目
燃
料
、
日
坑

夫
用
の
道
具
、
　
㈱
荷
馬
の
飼
料
な
ど
を
使
用
者
が
労
働
者
に
支
給
し
ま
た
は
支
給
す
る
契
約
を
し
、
ま
た
は
働
労
働
者
に
家
屋
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
賃
貸
し
、
　
因
使
用
者
の
建
物
内
で
調
理
さ
れ
、
消
費
さ
れ
る
食
物
を
労
働
者
に
供
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
使
用

者
は
右
の
代
金
そ
の
他
を
賃
金
か
ら
差
引
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
提
供
し
た
品
物
な
ど
の
価
格
以
上
を
控
除
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

許
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
労
働
者
が
控
除
に
同
意
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
署
名
文
書
が
必
．
要
で
あ
る
。

　
使
用
者
は
、
右
の
控
除
以
外
に
、
自
己
の
使
用
す
る
労
働
者
の
賃
金
か
ら
当
該
労
働
者
が
第
三
者
に
対
し
て
負
う
て
い
る
借
金
を
控
除

す
る
こ
と
は
で
き
る
．
し
か
し
使
用
者
は
、
自
己
の
使
用
す
る
労
働
者
の
賃
金
か
ら
当
該
労
働
者
に
対
す
る
自
己
の
貸
金
そ
の
他
の
債
権
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を
控
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
被
用
者
が
疾
病
ま
た
は
子
弟
の
教
育
の
費
用
に
備
え
て
保
険
会
社
や
銀
行
に
納
入
す
る
鱗
出
金
を

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
ヒ
）

　
　
被
用
者
に
前
渡
し
し
た
使
用
者
は
、
当
該
被
用
者
の
賃
金
か
ら
こ
の
前
渡
金
を
控
除
し
う
る
の
で
あ
る
。

論　
　
　
な
お
、
一
八
八
七
年
法
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
と
の
合
意
ま
た
は
慣
習
に
よ
っ
て
、
労
働
者
が
賃
金
の
前
渡
金
を
受
領
す
る
権
利
を
有
す

　
　
る
場
合
に
、
　
使
用
者
が
前
渡
金
を
支
給
し
な
か
っ
た
り
、
　
手
数
料
、
割
引
料
、
利
子
そ
の
他
の
名
目
で
控
除
す
る
こ
と
は
違
法
と
さ
れ

　
　
　
　
　

　
　
た
。
こ
の
他
、
農
業
使
用
人
（
ω
Φ
署
鋤
コ
↓
凶
コ
ピ
ω
げ
鋤
づ
α
身
）
の
場
合
に
は
、
使
用
者
と
契
約
し
て
、
農
業
使
用
人
が
貨
弊
賃
金
に
加
え

　
　
て
食
料
、
飲
料
（
酒
で
な
い
も
の
）
、
　
小
屋
そ
の
他
の
も
の
を
そ
の
仕
事
（
ω
①
宅
一
〇
①
）
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
受
け
と
る
こ
と
は
差
支

　
　
　
　
　
　
　

　
　
え
な
い
。

　
　
労
働
者
が
控
除
額
の
償
還
請
求
訴
訟
を
使
用
者
に
対
し
提
起
し
た
と
き
は
、
使
用
者
は
、
自
己
が
命
令
ま
た
は
指
図
し
て
労
働
者
に
支

　
給
し
た
物
品
に
関
し
て
は
、
相
殺
を
主
張
し
ま
た
は
反
訴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
使
用
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
は
、
支
給
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
リ
ゴ

　
物
品
が
許
可
さ
れ
た
物
品
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
物
品
に
つ
い
て
労
働
者
を
訴
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
医
薬
品
、
医
師
の
手
当
、

　
道
具
ま
た
は
子
弟
の
教
育
費
の
た
め
に
賃
金
か
ら
控
除
し
た
と
き
は
、
使
用
者
は
計
算
書
を
用
意
し
、
労
働
者
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
コ
　

　
人
の
監
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
一
八
九
六
年
法
は
、
主
と
し
て
、
罰
金
を
賃
金
か
ら
控
除
す
る
場
合
と
物
品
に
損
害
が
生
じ
た
と
き
に
控
除
す
る
場
合
に
つ
い
て
規
定

　
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
使
用
者
が
労
働
者
ま
た
は
店
員
に
罰
金
を
課
し
う
る
か
否
か
は
、
両
当
事
者
の
締
結
す
る
契
約
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
契
約
の
各
条

　
項
は
文
書
に
し
て
労
働
者
が
署
名
す
る
か
、
ま
た
は
告
示
と
し
て
、
被
用
者
が
見
た
り
、
読
ん
だ
り
、
書
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

　
場
所
に
掲
示
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
告
示
に
は
、
罰
金
の
対
象
と
な
る
作
為
、
不
作
為
の
み
な
ら
ず
、
罰
金
額
も
し
く
は
そ
れ
を
算

　
忙
し
う
る
よ
う
な
詳
細
な
事
項
が
明
記
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
用
者
が
罰
金
を
理
由
と
し
て
賃
金
か
ら
控
除
し
ま
た
は
そ
の
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説

支
払
を
受
け
る
た
め
に
は
、
罰
金
が
契
約
に
従
っ
て
課
せ
ら
れ
、
か
っ
労
働
者
が
、
罰
金
の
対
象
で
あ
る
作
為
、
不
作
為
に
つ
い
て
の
明

細
な
事
項
な
ら
び
に
罰
金
額
を
使
用
者
か
ら
知
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
明
細
書
は
、
罰
金
を
課
せ
ら
れ
る
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ニ
ニ
　

働
者
が
何
時
に
て
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
　
不
良
も
し
く
は
怠
慢
な
仕
事
ま
た
は
原
料
そ
の
他
使
用
者
の
財
産
へ
の
売
損
を
理
由
に
し
て
行
う
賃
金
控
除
や
賠
償
支
払

は
、
の
控
除
の
条
件
を
明
記
し
た
文
書
が
労
働
者
に
公
示
し
て
あ
る
が
、
書
面
に
よ
る
契
約
を
作
成
し
て
労
働
者
が
署
名
し
た
こ
と
、
◎

控
除
も
し
く
は
丈
払
額
は
、
労
働
者
も
し
く
は
労
働
者
が
管
理
し
て
い
る
者
ま
た
は
労
働
者
に
代
っ
て
責
任
を
負
う
第
三
者
の
た
め
に
生

じ
た
損
害
も
し
く
は
損
失
の
実
際
額
ま
た
は
見
積
額
を
超
え
な
い
こ
と
、
白
控
除
額
ま
た
は
支
払
額
が
、
具
体
的
に
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ニ
　
ニ
リ

慮
し
て
公
正
か
っ
合
理
的
な
額
で
あ
る
こ
と
、
以
上
の
条
件
が
具
備
し
て
い
な
け
れ
ば
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
控
除
ま
た
は
支
払
に
際
し
て
は
、
労
働
者
に
対
し
て
、
控
除
ま
た
は
支
払
の
度
毎
に
、
文
書
を
以
っ
て
控
除
ま
た
は
支
払
の
原
因
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ゆ
ゴ

び
金
額
の
明
細
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
法
律
に
違
反
し
て
賃
金
か
ら
の
控
除
ま
た
は
罰
金
の
支
払
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
労
働
者
は
、
控
除
が
行
な
わ
れ
た
日
か
ら
六
カ
月
以

内
に
、
違
法
に
控
除
さ
れ
ま
た
は
支
払
っ
た
金
額
の
返
還
を
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働
者
が
控
除
を
黙
認
し
、

も
し
く
は
こ
れ
に
同
意
し
た
と
き
は
、
労
働
者
は
全
額
．
返
還
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
裁
判
所
が
公
正
か
っ
合
理
的
と
認
め
る
程
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ガ
ヒ
　

超
え
て
控
除
さ
れ
た
額
を
回
復
し
う
る
に
と
ど
ま
る
。
な
お
、
そ
の
後
一
九
三
九
年
の
時
効
法
に
よ
り
、
違
法
に
賃
金
か
ら
の
控
除
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
へ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
5

わ
れ
た
と
き
は
、
六
年
前
に
遡
っ
て
返
還
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
5

　
（
一
）
一
八
三
一
年
法
一
条
　
　
（
二
）
同
法
二
条
　
　
（
三
）
同
法
三
条
　
　
（
四
）
一
八
八
七
年
法
二
条
な
お
一
八
七
五
年
使
用
者
と
労
働
者
に
関
す
る
法
　
。
1

　
　
律
（
閏
U
ヨ
一
℃
一
〇
団
⑦
H
ω
　
餌
⇒
α
　
を
O
『
貯
舅
Φ
⇒
　
》
∩
θ
”
　
一
Q
O
N
㎝
’
　
ω
O
O
　
卿
　
ω
の
》
　
＜
一
〇
け
・
　
（
）
・
　
⑩
0
）
一
条
参
照
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9
」

　
（
五
）
バ
ス
の
運
転
手
は
、
乗
務
中
に
必
要
が
あ
れ
ば
バ
ス
の
故
障
を
修
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
者
と
し
て
本
法
の
適



●

論説

　
用
を
受
け
る
が
、
車
掌
は
、
本
来
の
任
務
が
乗
客
か
ら
パ
ス
の
代
金
を
受
け
取
り
、
こ
れ
を
使
用
者
の
た
め
に
保
管
す
る
者
と
し
て
、
肉
体
労
働
に

　
従
事
す
る
者
で
な
く
本
法
の
適
用
を
受
け
な
い
と
さ
れ
た
。
ω
ヨ
一
葺
く
・
b
ω
ω
○
Ω
象
①
α
O
ヨ
日
一
9
ω
O
o
こ
　
〔
一
⑩
O
N
〕
H
・
国
・
b
d
・
2
9
ζ
9
σ
q
き

　
く
●
ピ
o
a
8
0
2
三
巴
O
日
巳
σ
p
ω
O
ρ
〔
一
。
。
Q
。
阜
〕
一
お
O
・
し
d
．
U
g
c
・
ω
N
類
9
ζ
鋤
拐
臣
①
一
雨
O
o
o
℃
Φ
び
、
．
O
量
目
ヨ
①
O
h
ぎ
ロ
蕊
け
ユ
巴
目
”
≦
”
”
、

　
ω
へ
創
①
O
・
”
一
⑩
ω
c
o
”
勺
．
D
⑩
一
．

（
六
）
例
え
ば
、
一
定
数
量
の
商
品
の
製
作
を
自
宅
で
し
て
も
、
他
人
に
下
請
を
さ
せ
て
も
よ
い
と
い
う
契
約
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
使
用
者
は
被
用

　
者
自
身
の
労
働
を
要
求
す
る
権
利
を
有
し
な
い
と
い
う
理
由
で
本
法
の
不
適
用
が
判
決
さ
れ
た
Q
　
ω
ρ
巳
8
＜
・
ζ
一
巳
き
◎
い
碧
Φ
O
o
こ
（
お
O
α
）

　
N
訳
．
切
●
茸
。
。
一
ω
①
B
自
①
一
ω
”
、
・
ぎ
曾
馨
ぼ
9
。
一
ピ
9
≦
、
、
二
戸
G
・
・
℃
・
至
・
し
か
し
な
が
ら
、
契
約
の
中
心
的
な
部
分
が
被
用
者
自
身
の
労
働
と
熟
練
を

　
必
．
要
と
す
る
よ
う
な
契
約
の
場
合
に
は
、
本
法
の
適
用
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
　
霊
＝
Ω
・
『
＜
・
い
一
葦
≦
O
o
巴
O
。
・
”
（
一
。
。
①
Φ
）
轟
O
・
℃
・
窃
曽
Q
D
甲

　
】
β
二
〇
押
O
や
O
騨
・
℃
．
と
・

（
七
）
持
参
入
払
い
の
手
形
ま
た
は
支
払
場
所
か
ら
十
五
哩
以
内
の
銀
行
宛
小
切
手
に
よ
る
支
払
は
、
被
用
者
の
同
意
を
う
れ
ば
可
能
で
あ
る
。
一
八
三

　
　
一
年
法
八
条
・

（
八
）
一
八
三
一
年
法
四
条
。

（
九
）
O
o
忌
日
く
・
国
自
・
｝
、
口
9
　
（
一
。
。
c
。
Φ
）
・
呂
　
い
・
い
　
（
ζ
・
O
・
）
ω
”
均
蕾
○
碧
く
・
O
o
o
貯
ω
o
p
（
一
。
。
①
ω
）
”
お
O
．
b
d
．
（
Z
・
ω
●
）
お
9
0
0
8
①
さ

　
O
℃
．
O
＝
・
や
N
①
一
．

（一

Z
）
勺
ヨ
暮
〈
・
O
o
o
ぎ
ω
o
”
欝
O
O
・
（
ω
鉾
℃
二
三
、
ω
）
”
い
a
・
（
お
お
）
〉
噛
ρ
お
N
・
O
o
o
℃
Φ
さ
○
や
9
官
℃
●
N
紹
噸

（一

黶
j
一
八
三
一
年
注
五
条
。

（一

�
j
同
法
六
条
、
な
お
労
働
者
ま
た
は
そ
の
家
族
が
公
共
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
　
地
方
当
局
は
労
働
者
に
支
払
わ
れ
た
現
金
以
外
の
賃
金

　
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
Q
同
法
七
条
。

（一

O
）
同
法
九
条
な
お
一
八
八
七
年
法
一
二
条
参
照
。
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（一

l
）
≦
9
a
＜
・
Q
o
ヨ
一
昏
（
≦
・
匡
・
）
欝
Q
D
o
⇔
（
一
2
ω
）
ω
区
・
し
d
・
δ
斜
6
0
0
勺
①
び
。
や
。
霊
即
N
の
P

（一

ﾜ
）
一
八
三
一
年
法
、
九
、
一
〇
条
、
一
八
八
七
法
一
三
条
Q

（
＝
ハ
）
一
八
三
一
年
法
二
三
条
な
お
契
約
が
支
給
さ
れ
た
物
も
し
く
は
支
給
さ
る
べ
き
物
品
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
　
そ
れ
は
売
買
契
約
た
る

　
べ
き
で
賃
貸
借
契
約
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
じ
。
〇
二
暮
ω
＜
・
≦
霞
9
（
一
。
・
の
N
）
”
い
・
多
N
O
・
切
・
ω
日
b
Φ
【
切
富
。
貯
σ
偉
「
ロ
こ
・
山
け
即
ω
①
9

　
0
0
0
b
①
さ
。
や
。
答
．
℃
・
N
⑩
ω
‘

（一

ｵ
）
一
八
三
一
年
法
二
四
条
。
　
　
（
一
八
）
一
八
八
七
年
法
三
条
。
　
　
（
一
九
）
同
法
四
条
。
　
　
（
二
〇
）
同
法
五
条
。

（
二
一
）
同
法
九
条
。
　
　
　
（
二
二
）
一
八
九
六
年
法
一
条
。
　
　
（
二
三
）
同
法
二
条
一
項
。
　
　
（
二
四
）
同
法
三
条
二
項
　
　
（
二
五
）
同
法
五
条

（
二
六
）
一
九
三
九
年
時
効
法
二
条
ω
圃

　
　
　
　
　
　
ロ
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
（
賃
金
）
法
言
。
ω
凶
Φ
蔓
ζ
・
。
コ
鼠
・
。
9
霞
①
（
≦
①
σ
q
①
ω
）
ぎ
ご

　
　
　
一
八
七
四
年
に
は
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
（
賃
金
）
法
〔
出
。
ω
凶
①
蔓
、
竃
9
D
闘
乱
討
。
ε
お
（
芝
9
。
σ
q
①
ω
）
》
。
ぴ
H
。
。
刈
ト
宥
俸
ω
。
。
・
≦
2
●
O
●
阻
○
。
〕

　
　
が
制
定
さ
れ
た
。

　
　
　
本
法
に
よ
っ
て
、
　
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
に
お
い
て
は
「
不
良
で
異
論
の
あ
る
出
来
ば
え
」
　
（
σ
牽
き
α
巳
ω
℃
二
巴
≦
o
艮
ヨ
讐
一
。
・
三
℃
）

　
　
い
う
理
由
を
除
き
、
賃
金
は
控
除
せ
ず
に
通
貨
で
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
、
賃
金
の
停
止
並
び
に
枠
代
そ
の
他
の
費
用
の
控

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⊃

　
　
除
を
定
め
る
使
用
者
と
労
働
者
と
の
契
約
は
違
法
で
あ
り
、
無
効
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
た
。

　
　
　
枠
代
そ
の
他
の
費
用
を
賃
金
か
ら
差
引
く
契
約
を
労
働
者
と
締
結
し
若
し
く
は
差
引
く
使
用
者
ま
た
は
通
貨
以
外
の
も
の
で
賃
金
を
支

説
払
う
使
用
者
は
罰
金
を
課
さ
れ
・
労
働
者
そ
の
他
の
訴
求
者
に
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
撃
使
用
者
が
自
己
の
た
め
に
レ
ー
ス
を
製
造

論　
　
ざ
せ
る
目
的
．
で
、
枠
そ
の
他
の
機
械
を
労
働
者
に
委
託
し
た
と
き
は
、
労
働
者
は
、
使
用
者
の
文
書
に
よ
る
同
意
を
得
な
く
て
は
、
そ
の

2g　（；1●167；）　1㊤て



論説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

機
械
を
当
該
使
用
者
以
外
の
者
の
た
め
に
使
用
し
て
品
物
を
製
造
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
被
用
者
が
使
用
者
に
負
う
て
い
る
債
務
を
使
用
者
が
通
常
の
法
律
手
続
に
よ
っ
て
履
行
さ
せ
う
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
賃
金
の
控
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

ま
た
は
停
止
の
た
め
、
ま
た
は
本
法
に
よ
り
違
法
と
さ
れ
た
契
約
の
た
め
の
訴
訟
や
相
殺
な
ど
は
許
さ
れ
な
い
。

（一

j
一
八
七
四
年
法
一
、
二
条
。
　
　
（
二
）
同
法
三
条
9
　
（
三
）
同
法
四
条
。
　
　
（
四
）
同
法
五
、
六
条
Q

2g　（1●168）　16ξ1

口
　
商
店
ク
ラ
ブ
法
（
Q
D
ゴ
○
◎
O
一
虹
げ
ω
》
O
件
）

　
一
九
〇
二
年
に
商
店
ク
ラ
ブ
法
ω
げ
。
づ
Ω
ロ
σ
ψ
》
0
8
一
り
O
卜
。
暫
N
国
畠
≦
・
≦
博
O
●
曽
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本
法
違
反
の
行
為
が

違
法
な
賃
金
控
除
と
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
点
で
、
本
法
は
物
品
賃
金
禁
止
法
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
。

　
本
法
に
よ
り
、
使
用
者
は
、
被
用
者
が
友
愛
組
合
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
、
ま
た
幽
は
商
店
ク
ラ
ブ
も
し
く
は
節
約
基
金
（
叶
ぼ
聾
h
§
α
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

以
外
の
友
愛
組
合
に
加
入
し
な
い
こ
と
を
雁
用
条
件
と
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
商
店
法
の
規
定
に
従
っ
て
資
格
証
明
を
．

受
け
友
愛
組
合
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
商
店
ク
ラ
ブ
ま
た
は
基
金
以
外
の
ク
ラ
ブ
ま
た
は
基
金
に
加
入
す
る
こ
と
を
雇
用
条
件
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

こ
と
も
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
商
店
ク
ラ
ブ
ま
た
は
基
金
が
、
友
愛
組
合
と
し
て
登
録
の
資
格
証
明
を
う
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
が
使
用

者
の
鹸
出
に
よ
っ
て
充
分
な
給
付
を
加
入
被
用
者
に
支
給
し
う
る
こ
と
、
そ
の
資
金
が
恒
久
的
な
性
質
の
も
の
で
、
毎
年
ま
た
は
定
期
的

に
分
配
さ
れ
な
い
こ
と
、
ク
ラ
ブ
ま
た
は
基
金
の
設
け
て
あ
る
商
店
を
退
職
す
る
と
き
に
、
ク
ラ
ブ
ま
た
は
基
金
か
ら
の
脱
退
を
．
要
求
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ニ
　

れ
な
い
こ
と
、
ク
ラ
ブ
ま
た
は
基
金
の
設
立
は
関
係
被
用
者
の
七
五
％
以
上
の
者
が
こ
れ
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
必
．
要
で
あ
る
。

　
被
用
者
は
、
ク
ラ
ブ
ま
た
は
基
金
を
設
け
て
い
る
企
業
か
ら
退
職
し
ま
た
は
解
雇
さ
れ
た
と
き
に
は
、
ク
ラ
ブ
ま
た
は
基
金
の
会
員
と
．

し
て
の
地
位
を
持
続
す
る
か
基
金
か
ら
の
自
己
の
持
分
の
返
還
を
受
け
る
か
の
何
れ
か
を
選
ぶ
権
利
を
有
す
る
。
　
会
員
の
地
位
を
持
続



す
る
こ
と
に
し
た
者
は
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
関
与
し
た
り
、
投
票
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
腕
恥

　
本
法
は
鉄
道
会
社
が
鹸
出
し
て
い
る
退
職
年
金
基
金
、
保
険
、
組
合
な
ど
で
、
本
法
実
施
当
時
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
も
の
に
は
適

用
さ
れ
な
覧

　
本
法
の
違
反
に
対
し
て
は
、
初
犯
に
は
五
ポ
ン
ド
未
満
の
罰
金
、
そ
の
後
、
最
初
の
犯
罪
を
犯
し
て
か
ら
一
年
以
内
に
罪
を
犯
し
だ
と
・

き
は
二
〇
ポ
ン
ド
未
満
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
。
　
一
時
に
数
人
に
関
し
罪
が
犯
さ
れ
た
場
合
は
一
罪
と
す
る
。

　
『
一
）
商
店
ク
ラ
ブ
法
一
条
　
　
（
二
）
同
法
二
条
　
　
（
三
）
同
上
　
　
（
四
）
同
法
六
条
　
　
（
五
）
同
法
五
条
　
　
（
六
）
同
法
四
条

　
　
　
　
四
　
酒
店
に
お
け
る
賃
金
支
払
禁
止
法
〔
℃
凶
k
ヨ
①
暮
o
h
薯
鋤
σ
q
Φ
ω
ぎ
℃
鐸
ぴ
一
ぎ
出
。
ロ
の
①
ω
℃
門
〇
三
σ
三
§
〉
。
ご

　
　
　
物
問
賃
金
禁
止
法
に
類
似
の
目
的
を
有
す
る
法
律
と
し
て
は
、
前
述
の
二
法
の
他
に
、
一
八
八
三
年
の
酒
店
に
お
け
る
賃
金
支
払
禁
止

　
　
法
（
勺
昌
ヨ
Φ
暮
O
h
ミ
鋤
σ
q
①
ω
ぎ
℃
自
げ
一
圃
。
誕
。
ロ
ω
①
ω
℃
『
〇
三
ぴ
三
〇
昌
＞
o
ρ
一
Q
。
○
。
9
心
①
卿
ミ
≦
o
鈴
。
・
ω
一
）
が
あ
る
。

　
　
　
本
法
は
、
酒
湯
、
ビ
ー
ル
店
そ
の
他
同
様
の
場
所
ま
た
は
そ
れ
ら
に
附
属
せ
る
部
屋
、
庭
園
そ
の
他
の
場
所
で
賃
金
を
支
払
う
こ
と
を

　
　
禁
止
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
所
有
者
ま
た
は
管
埋
者
が
自
己
の
使
用
し
て
い
る
労
働
者
に
支
払
う
こ
と
は
差
支
え
な

　
　
い
。
も
し
本
法
に
違
反
し
て
賃
金
が
使
用
者
の
た
め
に
ま
た
は
使
用
者
に
代
っ
て
（
出
納
係
、
監
督
な
ど
に
よ
っ
て
）
支
払
わ
れ
た
場
合

　
　
は
、
使
用
者
は
、
違
反
を
防
ぐ
た
め
で
き
る
限
り
の
手
段
を
講
じ
た
こ
と
を
証
明
し
な
い
限
り
、
使
用
者
自
身
が
有
罪
と
さ
れ
る
の
で
あ
娩
砺

　
　
　
本
法
は
「
労
働
者
」
　
（
≦
o
甚
旨
き
）
す
な
わ
ち
二
〇
才
未
満
で
あ
る
と
否
と
を
奪
わ
ず
労
働
者
（
一
£
。
σ
o
旨
Φ
『
）
、
農
業
使
用
人
、
　
職

　
　
人
、
技
工
、
　
手
職
人
そ
の
他
の
関
係
労
働
に
従
事
し
て
い
る
者
に
適
用
さ
れ
る
。
　
た
だ
し
家
事
使
用
入
も
し
く
は
召
使
に
は
適
用
さ
れ

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
）

　
　
ず
、
炭
坑
の
坑
内
、
坑
外
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
に
も
適
用
さ
れ
な
い
。

論　
　
　
（
一
）
酒
店
に
お
け
る
賃
金
支
払
禁
止
法
、
三
条
。
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◎

≡ム．

ij聞 説

（
二
）
炭
坑
法
（
O
o
巴
ζ
旨
Φ
ω
》
o
計
お
ご
二
黒
N
”
O
①
9
＜
導
O
・
α
O
）
並
び
に
金
属
鉱
山
取
締
法
　
（
寓
①
け
巴
ま
震
。
賃
ω
ζ
ぎ
①
ω
園
①
ゆ
q
巳
巽
δ
コ

　
〉
。
f
一
。
。
N
9
ω
。
。
卿
ω
9
≦
臼
・
ρ
ω
の
）
に
坑
の
内
外
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
の
賃
金
を
酒
場
そ
の
他
で
支
払
う
こ
と
を
禁
止
し
違
反
者
を
処
罰
す
る

　
規
定
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
・

三
、
最
低
賃
金
制

腱

29　（↑．　170）　170

　
　
　
　
8
　
小
　
　
沿
　
　
革

　
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
労
働
組
合
連
動
の
進
展
に
伴
い
、
労
働
者
階
級
は
、
や
が
て
賃
金
の
決
定
や
調
整
に
発
言
権
を
う
る
よ
う
に

な
っ
た
。
　
一
八
六
〇
年
代
に
労
使
双
方
の
代
表
で
構
成
さ
れ
た
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
メ
リ
ヤ
ス
業
委
員
会
を
塙
矢
と
し
、
漸
次
労
働
者
の

参
加
に
よ
る
賃
金
規
制
の
機
構
が
払
大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
趨
勢
は
二
〇
世
紀
に
入
る
や
、
ま
も
な
く
法
的
制
度
と
し
て
の
最
低
賃
金
制

度
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
一
九
〇
九
年
の
職
業
委
員
会
法
（
］
り
円
帥
ユ
⑦
　
じ
σ
〇
四
α
句
　
㌧
r
O
一
”
　
H
㊤
O
り
）
は
、
当
時
、
未
組
織
の
多
数
の
不
熟
練
労
働
者
が
極
端
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
じ

低
賃
金
労
働
に
従
事
し
て
い
た
四
種
の
苦
汗
職
業
の
各
々
に
職
業
委
員
会
を
設
け
て
最
低
賃
金
の
決
定
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の

制
度
は
そ
の
後
、
商
務
省
（
g
口
9
固
a
o
暁
弓
蔵
畠
Φ
）
の
仮
命
令
お
よ
び
一
九
一
八
年
の
改
正
法
に
よ
り
、
漸
次
、
適
用
範
囲
の
払
張
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ヒ
ね

し
効
力
の
強
化
が
図
ら
れ
る
他
、
一
九
二
四
年
に
は
、
賃
金
の
法
的
規
制
は
農
業
労
働
者
に
お
よ
び
、
さ
ら
に
一
九
三
八
年
に
は
、
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ぼ
　

運
送
業
に
特
別
の
賃
金
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
同
時
に
有
給
休
暇
と
そ
の
最
低
賃
金
に
関
し
、
職
業
思
葉
会
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
し
つ

た
一
九
四
三
年
に
は
、
料
理
、
飲
食
、
旅
館
業
関
係
の
賃
金
規
制
が
行
わ
れ
た
。
一
九
四
五
年
に
は
、
従
来
、
苦
汗
産
業
と
の
関
連
で
拡

大
発
展
し
て
き
た
職
業
委
員
会
制
度
に
抜
本
的
改
正
が
行
わ
れ
、
職
業
委
員
会
は
今
日
の
賃
金
協
議
会
に
と
っ
て
替
ら
れ
、
賃
金
規
制
に
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（
ヒ
）

関
す
る
権
限
も
、
最
低
賃
金
率
の
決
定
か
ら
最
低
報
酬
の
決
定
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。

　
従
来
の
職
業
委
員
会
は
、
労
使
同
数
の
代
表
委
員
と
労
働
大
臣
の
任
命
す
る
中
立
委
員
で
組
織
さ
れ
た
が
、
労
使
団
体
の
指
名
す
る
者

を
そ
の
ま
ま
任
命
す
る
の
が
実
際
の
慣
行
と
な
っ
て
い
た
。
委
員
会
は
、
ω
　
一
般
最
低
時
間
払
賃
率
（
σ
q
o
旨
Φ
冨
一
日
ぎ
ぎ
崖
ヨ
鉱
日
㌣

達
8
）
と
回
特
別
最
低
出
来
高
払
賃
率
（
ω
o
①
9
巴
ヨ
一
巳
∋
鎧
三
哲
Φ
6
①
－
噌
舞
①
）
を
決
定
す
る
義
務
を
有
し
、
　
そ
の
他
、
　
㈲
　
一
般
最

低
出
来
高
払
賃
率
（
σ
q
①
昌
①
門
自
。
一
ヨ
一
巳
ヨ
ロ
∋
嘗
⑦
o
o
I
H
響
Φ
）
　
目
出
来
高
払
制
時
間
賃
率
（
宮
①
o
①
1
≦
o
蒔
げ
四
ω
一
ω
ユ
ヨ
o
l
『
碧
。
）
　
困
保

障
時
間
払
賃
率
（
σ
q
ロ
。
。
照
査
①
。
α
鉱
§
①
ら
舞
①
）
　
8
時
間
外
賃
率
（
o
〈
臼
二
日
①
冨
冨
）
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
一
定
の
手
続
を

経
て
確
定
し
た
最
低
賃
金
率
に
違
反
し
て
、
そ
れ
よ
り
低
い
賃
金
を
支
払
っ
た
使
用
者
は
即
決
裁
判
で
二
〇
ポ
ン
ド
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
、
判
決
後
も
違
反
を
続
け
る
と
き
は
、
違
反
す
る
日
毎
に
五
ポ
ン
ド
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
他
、
未
払
賃
金
の
支
払
い
を
命
ぜ

ら
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
「
．
、
，

　
（
一
）
本
節
に
関
し
て
は
清
水
金
二
郎
「
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
保
護
法
」
労
働
法
講
座
第
七
巻
上
を
参
照
さ
れ
た
い
。

顧　
（
二
）
既
製
並
び
に
卸
売
の
占
え
男
予
服
の
仕
立
、
紙
上
製
造
業
、
機
械
製
の
レ
ー
ス
並
び
に
ネ
ッ
ト
の
仕
上
業
、
及
び
鎖
製
造
業
。

　
（
三
）
〉
ゆ
q
ユ
。
巳
酔
ξ
巴
≦
p
。
σ
q
①
ω
　
（
菊
①
σ
q
巳
国
江
8
）
　
》
o
計
お
N
斜

　
（
四
）
幻
8
ユ
国
帥
巳
9
σ
q
o
を
£
。
ひ
Q
o
。
。
＞
o
r
一
①
ω
c
。
・

　
（
五
）
国
巴
置
9
。
団
ω
≦
一
昏
℃
9
図
＞
6
↓
二
⑩
ω
c
。
．

　
（
六
）
6
①
件
O
ユ
昌
σ
q
毛
薗
σ
q
①
ω
＞
O
計
お
＃
ω
．

　
（
七
）
≦
鋤
α
q
①
ω
O
o
ロ
p
9
δ
｝
o
♂
お
＆
・

口
現
行
最
低
賃
金
制
度

2g　（1●171）　1了1



　
　
現
行
制
度
中
、
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
、
　
一
九
四
五
年
の
賃
金
協
議
会
法
（
≦
δ
σ
Q
Φ
ω
O
o
犀
¢
o
一
一
ω
＞
4
0
鴇
H
⑩
島
）
に
よ
っ
て
設
け
ら

説　
　
れ
た
賃
金
協
議
会
で
あ
る
．
労
働
大
臣
は
職
権
も
し
く
は
調
査
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
い
て
、
い
か
な
る
産
業
に
も
賃
金
協
議
会
を
設
け

論　
　
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
一
九
四
八
年
改
正
法
に
よ
れ
ば
、
労
使
双
方
が
共
同
し
て
、
自
主
的
賃
金
規
制
機
構
の
存
在
を
理
由
に
賃

　
　
金
協
議
会
の
廃
止
を
申
請
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
廃
止
し
、
自
主
的
機
関
に
賃
金
規
制
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
賃
金
協
議
会
は
、
労
使
代
表
と
中
立
委
員
の
三
者
で
構
成
さ
れ
、
特
定
の
職
業
ま
た
は
産
業
に
お
け
る
最
低
報
酬
の
決
定
の
他
、
年
次

　
有
給
休
暇
と
か
か
る
休
日
に
支
払
わ
る
べ
き
賃
金
、
さ
ら
に
は
保
障
週
給
な
ど
を
定
め
る
規
制
案
を
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
。
規
制
案
は

　
　
公
示
さ
れ
、
二
一
日
過
異
議
申
立
期
間
を
経
た
の
ち
に
、
大
臣
は
右
の
案
に
よ
り
賃
金
規
制
令
を
制
定
す
る
。
大
臣
は
協
議
会
の
規
制
案

　
　
を
差
戻
し
再
考
を
求
め
う
る
が
、
大
身
自
ら
が
協
議
会
案
と
異
る
決
定
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
な
お
、
賃
金
協
議
会
は
、
賃
金
の
間
題
に
限
ら
ず
、
当
該
職
業
ま
た
は
産
業
に
関
す
る
重
．
嬰
事
項
に
つ
き
、
労
働
大
臣
そ
の
他
の
関
係

　
機
関
に
対
し
て
意
見
具
申
ま
た
は
勧
告
す
る
権
限
を
有
す
る
。

　
　
以
上
の
手
続
を
経
て
決
定
さ
れ
た
賃
金
規
制
令
に
違
反
し
て
、
最
低
報
酬
以
下
の
賃
金
を
支
払
っ
た
使
用
者
は
、
二
〇
ポ
ン
ド
以
下
の

　
罰
金
を
課
せ
ら
れ
、
同
時
に
未
払
賃
金
の
支
払
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

　
　
農
業
労
働
に
関
し
て
は
、
　
一
九
四
八
年
法
並
び
に
一
九
四
九
年
法
に
よ
る
各
州
の
農
業
賃
金
委
員
会
（
〉
σ
q
ユ
。
三
一
霞
巴
　
類
鋤
σ
q
Φ
ω

　
O
o
ヨ
巨
詳
Φ
①
）
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
各
一
つ
の
農
業
賃
金
委
員
会
（
》
σ
q
ユ
。
巳
ε
三
一
ミ
聾
α
q
①
ψ

　
し
d
o
鎚
α
）
が
あ
る
。
委
員
会
の
構
成
、
権
限
は
賃
金
協
議
会
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
　
両
委
員
会
（
O
o
ヨ
ヨ
憲
Φ
①
卿
b
d
o
碧
α
）
の
関
係

　
に
つ
い
て
は
後
者
は
前
者
す
な
わ
ち
州
委
員
会
が
決
定
し
た
最
低
賃
金
に
効
力
を
発
生
さ
せ
る
命
令
の
制
定
に
当
る
。
た
だ
し
州
委
員
会

　
が
決
定
し
え
な
い
場
合
ま
た
は
州
委
員
会
に
よ
り
決
定
を
委
任
さ
れ
た
場
合
に
は
、
自
ら
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
九
四
三
年
法
（
〇
二
・
8
h
ぎ
σ
q
ミ
鋤
磯
Φ
ω
》
9
）
は
、
料
理
、
飲
食
、
旅
館
業
関
係
の
労
働
者
の
た
め
の
賃
金
委
員
金
（
芝
二
。
m
Φ
ω
団
0
9
。
『
α
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を
定
め
て
い
る
。
委
員
構
成
そ
の
他
は
賃
金
協
議
会
と
異
ら
な
い
が
、
こ
の
委
員
会
の
特
徴
は
、
最
低
報
酬
の
決
定
の
み
な
ら
ず
、
食
事

　
　
や
休
憩
な
ど
賃
金
以
外
の
労
働
条
件
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
最
後
に
、
最
低
賃
金
制
度
に
ま
で
発
展
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
賃
金
保
護
法
に
っ
き
、
若
干
の
特
色
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
一
九
世
紀
以
来
展
開
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
立
法
は
、
終
始
一
貫
し
て
、
女
子
と
青
少
年
労
働
者
を
保
護
対
象
と
し
、
成
年
男
子
労

　
　
働
者
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
私
的
自
治
に
ゆ
だ
ね
る
立
場
を
と
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
賃
金
保
護
法
に
お
い
て
は
、
当
初
か
ら
そ
の
よ
う

　
　
な
区
別
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
金
保
護
法
の
こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
決
し
て
私
的
自
治
の
原
則
の
否
定
を
意

　
　
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
最
低
賃
金
法
も
、
最
初
は
「
賃
金
が
他
に
比
し
て
異
常
に
低
い
」
こ
と
を
適
用
基
準
と
し
た
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
「
有
効
な
賃
金
規

　
　
，
制
の
た
め
の
適
当
な
機
構
が
存
在
し
な
い
場
合
」
、
さ
ら
に
そ
の
場
合
の
み
な
ら
ず
「
現
存
の
機
構
が
不
適
当
ま
た
は
崩
壊
し
よ
う
と
し

　
　
て
い
る
場
合
」
に
改
め
ら
れ
、
ま
た
、
労
使
の
共
同
の
申
立
に
よ
り
賃
金
協
議
会
を
廃
止
し
て
労
使
の
自
主
的
機
関
に
ゆ
だ
ね
ら
る
こ
と

　
　
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
ご
と
く
、
賃
金
保
護
制
度
の
分
野
に
お
い
て
も
、
労
使
の
交
渉
に
よ
る
自
主
的
規
制
は
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
て
い
る

　
　
の
で
あ
る
。
法
は
、
労
使
の
自
主
的
賃
金
規
制
に
代
る
も
の
、
自
主
的
交
渉
の
結
果
た
る
労
働
協
約
に
代
る
も
の
を
労
働
者
に
確
保
す
る

　
　
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
　
そ
の
場
合
に
も
同
数
の
労
使
代
表
の
参
加
と
い
う
こ
と
で
自
主
性
の
維
持
に
努
め
て
い
る
の
で
あ

　
　
る
。
し
た
が
っ
て
法
定
手
続
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
賃
金
規
制
令
も
、
形
式
上
は
と
も
か
く
、
実
質
的
に
は
、
労
使
代
表
の
交
渉
に
中
立
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偽

　
　
員
が
中
裁
人
ま
た
は
調
停
者
と
し
て
参
加
し
て
作
っ
た
協
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
領
域
に
お
い
て
も
、
私
的
自
治
、
レ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
原
則
は
根
強
く
生
き
て
い
る
こ
と
が
解
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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